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Ⅰ   計画の概要
( １ ) 池田市環境基本計画について

　本計画は、本市の環境関連計画の骨格となるもので、池田市総合計画におけるあらゆる施策に
対して「環境」という側面での配慮を求める横断軸となるものです。
　また、池田市の環境を良好なものに保つために、市民や事業者、市職員が環境にやさしい生活
様式や事業活動 を行うための 道筋を示すものです。

( ２ ) 見直しの背景、方針
　市民参加のもとに熟慮して策定された第1 次計画では、池田の環境目標像の実現を2030 ( R12 )
 年度に置いています。
　これは「池田の環境をこのようにしたい」という大きな方向性を示したもので、本計画におい
ても大切な考え方として継承していきます。一方で、新しい環境課題に対応した取り組みも必要
であることから、施策体系の一部を変更するとともに、施策の充実を図りました。

( ３ ) 計画の期間
　第1 次計画における環境目標像の実現年である 2030 ( R12 ) 年度までを計画の期間とします。
また、中期的な見直しを 5 年後の 2026 ( R8 ) 年 度に行います。

環境目標像
の実現

環境目標像
の実現

池田市環境基本計画
(第 １ 次計画)

池田市環境基本計画
(第 ２ 次計画)

池田市環境基本計画
(第 ３ 次計画)

2001(H13)年度 2010(H22)年度 2021(R3)年度 2030(R12)年度
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Ⅱ   池田の環境をこのようにしたい
( １ ) 環境基本計画キャッチフレーズ

「 今日の目標を 明日の当たり前へ 」

　環境課題、社会課題、経済課題の同時解決を目指す観点から、環境分野ごとにSDGsのゴール
との関連を示しました。

( ２ ) 環境目標像

１. 環境学習
市民活動
学校教育
事業所活動

みずから学び考え 人の輪を育てよう
次代を担う 人材を育てよう
環境学習から もうかる商いをつくろう

化石エネルギーの削減

２. 地球温暖化防止
再生可能エネルギーを取り入れて脱炭素のまちをめざそう

５. 人にやさしいまちづくり
あたたかさ
風土
活力
やさしさ

ユニバーサルデザインをとり入れたまち
川と緑と街道が育む文化と歴史のまち
にぎわいが笑顔をつくるまち
健康で安心して子どもを生み育てられるまち

４. 自然
共生
五月山
まち
水辺

さまざまな生き物たちが 身近に息づくまち
豊かな自然を楽しむ 五月山
季節の移ろいを 五感で感じる みどりのまち
取り戻そう 親しめる 水辺空間

３. 循環型都市の構築
知って考え伝えよう”ごみの行方と池田の行方”
水を大切にし、水のめぐみに育まれるまち

資源循環
水循環
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（1）パートナーシップによる行動推進
（2）市民・事業者の取り組みの推進
（3）学校園における取り組みの推進
（4）広域連携による環境保全活動の推進

（1）池田らしい文化・景観の保全と創出
（2）だれもがいきいきと暮らせるまちづくり
（3）健康で安心して暮らせるまちづくり

ともに学びあい、
行動しよう

（1）省エネ社会の実現による温室効果ガスの削減
（2）再生可能エネルギーの普及促進による温暖化の防止
（3）まちづくりにおける地球温暖化の緩和策や適応策の実施

（1）身近なみどりの保全と創造
（2）五月山のみどりの保全と活用
（3）水辺の保全と活用
（4）生物多様性の保全

未来の子どもたちのために
地球温暖化を防ごう

人にやさしい
まちづくりを進めよう

Ⅲ   環境づくりに向けた取り組み

分野 柱

環境にやさしい
循環型都市を目指そう３

１

２

豊かな自然を守り、
育てよう４

５

（1）ごみゼロ社会の推進
（2）水循環の保全

　環境目標像の実現に向け、以下のように分野と柱を設定して、取り組みを推進します。
　分野１ （１）の「パートナーシップによる行動推進」は、１～５の環境分野すべてに関わる
柱として取り組みを進めていきます。
　なお、本計画で実施する取り組みは、関連する本市の他の計画と連携して推進していきます。

※ 分野 1（１）の「パートナーシップによる行動推進」 は、１～5 の環境分野すべてに関わる取り組みの方法を示したものです。
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力
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Ⅳ   環境指標
　環境目標像の実現に向けて、池田市の計画が進んでいるかどうかを図るものさしになるものが、
「環境指標」です。
　計画の推進のための取り組みに、それぞれ進捗を図る指標が考えられますが、「 Ⅲ 環境づくり
に向けた取り組み」全体の成果を表す環境指標として次に述べる 8 項目の指標を代表として用い、
達成を目指して子どもたち・市民・事業者・市職員で協働して取り組んでいきます。

達 成 目 標 基 準 年 値
ま た は現 状 値

2 0 3 0 ( R 1 2 ) 年 度
目 標

発 行 元  /  お 問 合 せ

池田市環境学習基本方針に掲げる目標指標の達成

市内の生物多様性を示す指標 生物多様性地域戦略の策定生物多様性地域戦略の策定

市内のまちの緑被率
※目標年度は2029(R11)年度

16.9％
2017(H29)年度 20.0％20.0％

市内のリサイクル率
（集団回収を含む）

12.4％
2020(R2)年度 14.6％14.6％

市内の事業系ごみ排出量 9,422t
2019(R1)年度

2019（R1）年度比

-10％-10％

市内のごみ排出量 32,014t
2019(R1)年度

2019（R1）年度比

市内の太陽光発電出力 7,900kW
2020(R2)年度 12,000kW12,000kW

市内の温室効果ガス排出量 43.1万t-CO2
2013(H25)年度

2013（H25）年度比

-46％-46％-46％-46％
1

2

3

4

5

6

7

8

-10％-10％
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